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別府市教育委員会指定管理候補者の選定にあたり、別府市教育委員会指定管

理候補者選定委員会（以下「選定委員会」という。）は、応募者から提出された

提案書類等により、審議を行った結果、次のとおり選定しましたので、ここに結

果を報告します。 
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１ 選定結果 

（１）選定委員会は、別府市教育委員会が所管する公の施設で別府市コミュニ

ティーセンターの指定管理者の指定を受けるため応募のあった２団体に対

し、「別府市コミュニティーセンターの設置及び管理に関する条例、条例

施行規則」及び「別府市コミュニティーセンター指定管理者募集要項」に

基づき、応募提案書類等を厳正に審査した結果、次の団体を指定管理者の

候補者として選定した。 

 

※ 選定団体 芝居の湯管理グループ共同企業体  

指定の期間 令和４年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

２ 選定概要 

  各応募内容（令和３年９月３０日締切）について、社会教育課において第

１次審査として資格審査を行い、選定委員会において第２次審査として、事

業計画書や財務状況等の内容審査及び応募者面接審査を行い、委員個人評価

（採点）の集計後協議し、指定管理者の候補者を選定した。 

 

３ 選定委員会の開催経緯 

 （１）第１回選定委員会（令和３年８月１１日） 

    ① 選定委員会委員長の選任 

    ② 公募の要件（募集要項等）について決定 

    ③ 選定方法について決定 

 （２）第２回選定委員会（令和３年１０月１３日） 

① 応募状況及び第１次審査の報告 

② 別府市コミュニティーセンター応募者面接及び審査 

 （３）第３回選定委員会（令和３年１０月２７日） 

① 候補者の協議及び選定 

② 選定理由の協議 

 

４ 審査結果 

 （１）資格審査 

    申請者の資格（団体であること、国税及び地方税を滞納していないこと

等）については、指定申請書に添付された官公署の証明書類との照合等に

より、いずれの申請者も適合していることを確認した。 

 （２）事業計画の審査 

    審査に先立ち、審査方法（審査方法及び配点等）について、審議し決定



した。 

   ① 選定基準及び配点について 

     事業計画の選定基準は、別府市公の施設の指定管理者の指定の手続

等に関する条例第３条第１項第１号から第４号に基づき、次の５つと

した。 

     なお、５つの選定基準については、いずれも公の施設の管理を代行す

るために必要な条件であり、５つの選定基準により３０点から５０点

の配点とし、１委員あたり２００点満点とし、その合計点を評価点とし

た。 

【選定基準】 

●  住民の平等な利用が確保されるとともに、サービスの向上が図ら

れるものであること。 

●  公の施設の効用を最大限に発揮するものであること。 

●  管理の経費の縮減が図られるものであること。 

●  事業計画書に沿った管理を安定して行う能力を有しているもの

であること。 

●  衛生的で快適な入浴環境が提供できる衛生管理対策の取組みが

図られていること。 

   ② 採点の基準 

     採点に当たっては、次の各号に掲げる区分に従い、当該各号の採点の

基準によるものとする。 

   （ア）特に優れている。 

   （イ）優れている。 

   （ウ）普通。 

   （エ）やや劣っている。 

   （オ）劣っている。 

  ③ 審査について 

申請者から提出された事業計画書及び面接結果を基に、各委員が個人

評価（採点）し、全委員の評価（採点）を合計した点数を評価点とし討

議を行い、その評価点が最も高い申請者を委員会の総意として候補者と

して選定することとした。 

 （３）審査結果 

    審査の結果、前記「１ 選定結果」中の選定団体から提出された提案が、

他団体の提案より、指定管理者として将来的に公の施設の設置の目的を

より効果的に達成することに期待が持て、公の施設の管理を安定して行

うことができる提案であると認め、指定管理者の候補者を委員会の総意



として選定した。 

 

５ 審査講評 

 （１）別府市コミュニティーセンター 

   ※ 選定団体 芝居の湯管理グループ共同企業体  

     市民相互の親睦を図り、市民文化の向上に寄与することを目的とし

た本施設の管理にあたり、市民の平等な施設利用の確保に加え、より効

果的な施設活用を図るため様々な自主事業を実施し、利用者増に向け

積極的に取組む事業計画となっている。 

     また、地域の観光事業者と連携することにより集客が期待できるた

め、観光振興にも寄与できる施設としての効用を発揮するものと期待

できる。 

なお、衛生管理業務については、十分な実施体制の構築及び組織内で

の責任体制を明確にし、衛生管理対策に取組むことを要望する。 

 

６ 別府市教育委員会指定管理候補者選定委員会委員名簿 

   

   氏   名 役      職 

 

委 員 長 

 

 

蔵前 達郎 
税理士法人 大分綜合会計事務所

代表社員 

 

委  員 

 

 

大鍛治 光子 

 

別府市社会教育委員 

 

委  員 

 

 

緒方 喜久代 
 大分県薬剤師会検査センター 

 衛生物検査指導顧問 

 

委  員 

 

 

柏木 正義 

 

別府市教育部部長 

 

委  員 

 

 

奥 茂夫 

 

別府市教育部教育政策課長 

 

※任期：令和３年８月１１日～令和４年３月３１日 


